
第33回 全日本篆刻連盟役員展目録
令和5年10月24日(火)～12月10日(日)

№ 役　職 名　　前 印　　文 出　　典

1 理事長 和
わ

 中
なか

　簡
かん

 堂
どう

清遠 　 蘇軾「放鶴亭記」

2 副理事長 岡
おか

 野
の

　楠
なん

 亭
てい

千秋萬歳　　龍吟方澤 漢吉語　　張衡詩

3 副理事長 綿
わた

 引
ひき

　滔
とう

 天
てん

風憐目 荘子

4 顧問 柳
やなぎ

　  濤
とう

 雪
せつ

塵積爲山 「荀子」勧学

5 参与 宮
みや

 嶋
じま

　泰
たい

 山
ざん

安閒日似年 蘇軾

6 参与 渡
わた

 邊󠄏
なべ

　大
たい

 寬
かん

終晨三省　　竭誠盡敬 束皙「白華詩」

7 事務局長 岩
いわ

 村
むら

　節
せつ

 廬
ろ

安樂處鄕 荀子

8 副事務局長 鈴
すず

 木
き

　立
りっ

 齋
さい

西狩獲麟 「左傳」哀公十四年

9 副事務局長 権
ごん

 田
だ

　逸
いつ

 廬
ろ

邯鄲学歩 荘子

10 常任理事 磯
いそ

 貝
がい

　弘
ひろ

 子
こ

吾喪我 荘子

11 常任理事 堀
ほり

 内
うち

　青
せい

 巒
らん

心與竹俱空 白居易

12 常任理事 柳
やなぎ

 澤
さわ

　玉
ぎょく

 暎
えい

寛以濟猛　　臨河羨魚 春秋左氏伝　　淮南子

13 常任理事 山
やま

 内
うち

　白
はく

 華
か

温而厲威而不猛 論語

14 監事 新
あら

 井
い

　昭
あき

 江
え

幽竹如人靜　閑花爲我香
おくぶかい竹林は、かの人と共に静かに、

閑寂の地に咲く花は、わがためにかおる

15 監事 野
の

 中
なか

　穎
えい

 僊
せん

塵外游 蘇東坡「塵外亭」

16 理事 板
いた

 垣
がき

　雅
が

 峰
ほう

母 　－

17 理事 大
おお

 石
いし

　嵓
がん

 々
がん

頑愚信無比草木以為隣 良寛詩

18 理事 大
おお

 貫
ぬき

　北
ほく

 泉
せん 坐忘　恭敬　忘形　千之　好古

平安　生若浮　游禅　自娯　玄同

集游印

荘子　孟子　荘子　礼記　論語

韓非子　荘子　荘子　荘子　老子

19 理事 尾
お

 花
ばな

　太
たい

 虚
きょ

八潮人　　八潮書人 　－

20 理事 香
か

 月
つき

　久
く

 遠
おん

和不同燥濕 韓非子

21 理事 加
か

 藤
とう

　秀
しゅう

 慧
けい

離合集散 　－

22 理事 鎌
かま

 倉
くら

　雅
まさ

 代
よ

脱兎之勢 孫子

23 理事 川
かわ

 内
うち

　伯
はく

 豐
ほう

顯茲威靈 芸文類衆

24 理事 木
き

 全
また

　良
りょう

 一
いち

達人大観 賈誼

25 理事 小
こ

 池
いけ

　大
だい

 龍
りゅう 長樂　温恭　延年　萬壽

長幸日利　長宜子孫
吉語

26 理事 小
こ

 坂
さか

　克
かつ

 子
こ

威武不能屈 孟子

27 理事 坂
さか

 本
もと

　由
よし

 朗
ろう

戒剛彊 崔子玉座右銘

28 理事 髙
たか

 野
の

　芳
ほう

 月
げつ

轉分明　　聰明聖智 司馬光「初夏詩」　　説苑



№ 役　職 名　　前 印　　文 出　　典

29 理事 辻
つじ

　  成
せい

 軒
けん

恭恪直縄 「晋書」李胤伝

30 理事 滑
なめ

 田
だ

　燿
よう

 齋
さい

泉脈動 韋應物「春遊南亭」

31 理事 橋
はし

 爪
づめ

　蘇
そ

 碩
せき

身若浮雲 徐再思「折桂令・春情」

32 理事 波
は

 多
た

 野
の

　公
こう

 一
いち

導源秦篆 藝舟雙楫

33 理事 日
ひ

 比
び

 野
の

　妃
ひ

 扇
せん

飲水貴地脈 禅語

34 理事 松
まつ

 尾
お

　碩 甫
せ き ほ

無盡藏 大乗義章

35 理事 森
もり

 上
かみ

　象
しょう

 玉
ぎょく 學而不厭　子之燕居申申如

威而不猛　恭而安
論語

36 理事 山
やま

 口
ぐち

　蓉
よう

 舫
ほう

居必擇郷　擧善教不能則勸 「荀子」勸學編　　「論語」為政編

37 理事 山
やま

 本
もと

　山
さん

 罍
らい

蚕起食桑　紅華栄　麦秋至 七十二候　小満三顆

38 理事 山
やま

 本
もと

　陽
よう

 一
いち

守愚 家語

39 評議員 石
いし

 田
だ

　子
し

 鳳
ほう

墨妙翰飛 竇臮「述書賦」

40 評議員 上
うえ

 前
まえ

　総
のぶ

 子
こ

和神養素 王羲之

41 評議員 大
おお

 江
え

　碩
せき

 水
すい

見素抱樸 老子

42 評議員 川
かわ

 内
うち

　繚
りょう

 華
か

洪鐘虚受 王簡栖「頭陀寺碑文」

43 評議員 木
きの

 下
した

　耕
こう

 雲
うん

龍雲隠海 直虎

44 評議員 後
ご

 藤
とう

　華
か

 泉
せん

時雍道泰 唐・魏徴

45 評議員 清
せい

 　悛
しゅん

 玲
  れい

唇齒輔車 「春秋左氏伝」僖公五年

46 評議員 髙
たか

 島
しま

  濤
とう

 翠
 すい

絶聖棄智 　－

47 評議員 瀧
たき

 井
い

　光
こう

 邨
そん

天地一沙鷗 杜甫「旅夜書懐」

48 評議員 千
ち

 葉
ば

　寿
とし

 幸
ゆき

為在従衆 荘子

49 評議員 筒
つつ

 井
い

　利
り

 江
え

發陽 謝瞻

50 評議員 土
ど

 井
い

　広
ひろ

 己
み

破鏡不照 景徳伝灯録

51 評議員 中
なか

 塚
つか

　  仁
ひとし

燮和萬載 　－

52 評議員 中
なか

 山
やま

　白
はく

 堂
どう

恭敬辭讓 荀子

53 評議員 西
にし

 山
やま

　鐵
てつ

 廬
ろ

開卷有得便欣然忘食 陶靖節語

54 評議員 福
ふく

 田
だ

　典
てん

 竹
ちく

先號後笑　　南山之壽 「易経」同人卦　　「詩経」小雅・天保

55 評議員 堀
ほり

 澤
さわ

　超
ちょう

 山
ざん

壽脩 漢鑑銘

56 評議員 三
み

 森
もり

　春 蘭
しゅん らん

月既不解飲 李白「月下独酌」

篆 刻 美 術 館


